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Abstract Listening to and performing music brings about various changes in our brains. For many years, research on music and the brain has 
primarily focused on individuals with brain injuries. However, since the 1990s, the development of new techniques that allow for the non-invasive 
measurement of brain activity has led to a rapid increase in studies involving healthy individuals. This advancement has greatly deepened our 
understanding of the effects of music on the brain. In this paper, I will examine in detail how music influences the brain and the impacts of music 
therapy, from the perspective of brain function and music. Specifically, we will explore the effects of music on emotions, memory, aKention, and 
motor functions, discussing the underlying mechanisms and presenting practical applications. 

Keywords music; brain; functional localization 

1 はじめに  

⾳楽を聴いたり演奏したりすることで、私たちの脳には多様
な変化が⽣じる。⻑年にわたり、⾳楽と脳に関する研究は、お
もに脳に損傷を受けた⼈々を対象に⾏われてきた。しかし、
1990 年代以降、脳の活動を、 ⾝体を傷つけずに（⾮侵襲的に）
測定する新しい技術が開発されたことにより、健康な⼈々を対
象とした研究も急増した。これにより、⾳楽が脳に与える影響
についての理解が⼤きく深まった。 
本稿では、⾳楽が脳にどのように影響を与えるのか、また⾳
楽療法がどのような影響を及ぼすのかについて、脳機能と⾳楽
の視点から詳しく⾒ていく。とくに、⾳楽が感情、記憶、注意、
運動機能などに及ぼす影響について考察し、その具体的なメカ
ニズムと実際の応⽤例を紹介する。 

2 脳の構造と機能  

脳の概要 
脳は私たちの体で極めて重要な役割を果たしている。頭部に
位置し、⼤脳半球、間脳、⼩脳、中脳、橋、延髄、そして脊髄
など、いくつかの部分に分かれている。⼈間の脳の重さは約 
1400 グラムで、⼤脳半球の表⾯積は約 2200 平⽅センチメー
トルである。 
脳の中には神経細胞と呼ばれる多くの細胞が存在し、これら
の細胞が脳の機能を担っている。神経細胞には、中⼼に核があ
る細胞体、他の細胞から情報を受け取るための樹状突起、情報
を他の細胞へ送る軸索という部分がある。これらの神経細胞は
電気信号を介して情報を伝達し合っており、この信号は活動電
位と呼ばれる。 
さらに、神経細胞同⼠はシナプスという接点で繋がっており、
シナプスにおいて化学物質が放出されることで情報が次の神
経細胞へと伝達される。このようにして、脳は私たちの思考、
運動、感覚などをコントロールしている。 
脳の外側にある灰⾊の部分を灰⽩質と⾔い、ここには神経細
胞が集まっている。⼀⽅、内側の⽩い部分は神経繊維が集まっ
ており、これを⽩質と呼ぶ。灰⽩質は基本的に 6 層の構造を
しており、部分によって細胞の配置が異なる。この細胞の配置
の違いに基づいて脳を区分するのが脳地図であり、ブロードマ

ンの脳地図がその⼀例である。この脳地図は解剖学的な違いに
基づいているが、実際のところ脳の機能による区分ともよく⼀
致している。これは、脳が特定の機能を効率的に⾏うように特
化しているためである。⼤脳は、⼤脳縦裂という⼤脳を左右に
分ける深い溝によって右脳と左脳に分かれており、右脳は体の
左側を、左脳は体の右側をそれぞれ制御する。たとえば、視覚
情報は、私たちが⾒る世界の左半分を右脳が、右半分を左脳が
処理する。これにより、脳は情報を効率的に処理し、私たちが
⽇常⽣活で体験するさまざまな活動を⽀えている。 

脳の機能局在と⾳楽の関係 
機能局在とは、脳の⼤脳⽪質の各部分が異なる機能を持つこ
とを意味する。たとえば、⾔語に関連する脳の領域として、 左
半球に位置するブローカ野（話す機能を制御）とウェルニッケ
野（話された⾔葉を理解）が有名である。 本節では、⼤脳を構
成する 4 つの葉（前頭葉、側頭葉、 頭頂葉、後頭葉）を簡単
に説明したのち、側頭葉にあって⾳・⾳楽を処理する聴覚野に
ついて、独⽴して取り上げる。 
前頭葉は私たちの脳の前部に位置しており、とくに⾼等ほ乳
類ではよく発達している。ヒトの場合、前頭葉は⼤脳⽪質の表
⾯積の約 3 分の 1 を占めている。この部分には運動野が含ま
れており、中⼼溝に沿って位置している。運動野は私たちの⼿
⾜の動きを直接コントロールする役割を持っている。運動野の
前には運動前野があり、これは動作の流れをスムーズにしたり、 
動作の計画を⽴てるのに関与している。たとえば、ヴァイオリ
ンを弾く際の左⼿の動きは、脳の運動野と感覚野が協⼒して制 
御していることが研究で⽰されている。また、よく練習したピ
アノ曲を聞くと、その⼈の運動野の活動が活発になるという研
究結果もある。前頭葉のさらに前部には前頭連合野（連合野と
は⼤脳⽪質において、感覚情報や運動情報の統合と⾼次の認知
機能に関わる領域のこと）があり、ここは推理、判断、計画、
評価といった⾼次の思考機能に関わっている。さらに、前頭連
合野の後部には⾔葉の発話をコントロールするブローカ野が
位置している。これらの領域が複雑に連携して、私たちが⽇常
で⾏うさまざまな思考や動作を可能にしている。 
側頭葉は私たちの脳の⼀部で、⾳楽や⾔語などの重要な機能
を担っている。側頭葉の外側には上、中、下の 3 つの側頭回が
あり、これらは上側頭溝、中側頭溝、下側頭溝によって分けら

東京都立産業技術大学院大学 Bulletin of Advanced Institute of Industrial Technology Vol 18

118Received: 2024-10-30; Published online: 2025-02-28



 Bulletin of Advanced Institute of Industrial Technology Vol 18  

 

れている。側頭葉の内側には海⾺傍回があり、その深部には記
憶に関わる海⾺や感情を制御する扁桃体が位置している。とく
に横側頭回という側頭葉の外側溝下壁には聴覚野があり、これ
が⾳を処理する。また、左側の上側頭回後部にはウェルニッケ
野があり、これは⾔葉の理解に特化している。側頭連合野は物
を識別したり、⼈の顔を認識するのに重要で、聴覚に関する短
期記憶の保持にも関わっている。側頭葉が⾳楽の受容にどう関
与しているかは、難治性てんかんの患者を対象にした側頭 葉
切除術の研究からも明らかにされている。たとえば、右側頭葉
が切除されると旋律の知覚や記憶に障害が出ることが知られ
ている。左側頭葉が切除されると、⾳程の弁別に問題が⽣じる
ことも報告されている。また、側頭葉内での⾳楽処理の場所を
特定する研究では、右上側頭回前部の切除により拍⼦の感覚が、
後部の切除により⾳程やリズム、拍⼦の弁別能⼒が障害される
ことが⽰された。これにより、⾳楽の各構成要素を処理する脳
領域が側頭葉内で異なることが⽰唆されている。 
頭頂葉は私たちの脳の上部、中⼼溝の後⽅に位置し、おもに
体の感覚や空間に関する情報の処理を担当している。頭頂葉の
中⼼後回には体性感覚野があり、⾝体の感覚を処理する。さら
に後部には頭頂連合野があり、この部分の損傷により、⾝体失
認、空間知覚障害、観念失⾏、構成失⾏などの症状が⽣じるこ
とがある。頭頂連合野は、空間の視覚情報や体の位置情報を処
理することで、運動の制御、注意、眼の動きを助ける。また、
⾳⾼や時間に基づく旋律の変換にも関与すると考えられてい
る。 
後頭葉は、頭頂後頭溝より後⽅に位置し、おもに視覚機能を

担当している。視覚野と視覚連合野があり、視覚伝導路は眼球
から始まり、⼀次視覚野（後頭葉の内側⾯に位置）で終わる。
視覚情報はここから 2 つの主要な経路に分かれる。背側視覚
経路は空間に関わる情報（奥⾏き、⽴体感、物の動きなど）を
処理し、腹側視覚経路は物体の形や⾊など、物の同定に関わる
情報を処理する。楽譜を読む際には、とくに背側視覚経路が関
与していることが⽰唆されている。これらの視覚経路は、私た
ちが⾒たものをどのように認識し、反応するかに⼤きく寄与し
ている。 

聴覚野 
⾳楽が⽿に届くと、まず⾳の周波数や強さなどの情報が聴覚
野で処理される。聴覚野は⾳を細かく分解し、⾳程、リズム、
⾳⾊といった⾳楽の要素を識別するためにとても重要である。
ここで「どの⾳が⾼いか」「どの⾳が低いか」「どの楽器が鳴っ
ているか」などの基本的な情報を処理する。聴覚野は私たちの
脳の側頭葉にある部分で、⾳を処理する重要な役割を担ってい
る。聴覚野は脳の深部に位置し、外からは⾒えない内側の構造
である。この領域は横側頭回と呼ばれ、側頭葉の⼀部に属して
いる。聴覚野は、⼤まかに分けて⼀次聴覚野、⼆次聴覚野、そ
して連合聴覚野という 3 つの部分に分類される。⼀次聴覚野
（ブロードマンで⾔う 41 野） は⾳の基本的な情報を処理し、
⼆次聴覚野（42 野）はより複雑な⾳の情報を扱う。連合聴覚野
（22 野の⼀部）は⾳の情報をさらに深く解析し、意味を把握
するのに関与している。これらの聴覚領域は、⾳の情報を中継

する部位である視床の内側膝状体から直接情報を受け取る。と 
くに⼀次聴覚野では、⾳の周波数がどのように表現されている
かが重要である。聴覚野は、⾳の位置を特定する背側経路と、
複雑な⾳の分析を⾏う腹側経路という 2 つの主要な情報経路
に分かれている。ここでさらに⾼次の聴覚処理が⾏われる。こ
のように聴覚野は複雑なネットワークを形成し、私たちが聞く
すべての⾳を処理している。 
脳の研究が進むにつれて、電気刺激を⽤いた実験などから、
聴覚野の機能についての理解がさらに深まってきている。⾳楽
を聴くとき、その分析はまず聴覚伝導路と⼀次聴覚野で始まる。
⼀次聴覚野では、⾳の基本的な要素が処理される。その後、⾳
楽のより複雑な側⾯は聴覚連合野で分析される。ここでは、
個々の⾳がもつニュアンスや、⾳と⾳のつながりによって成⽴
する意味合い、感情的な要素が解析されるため、⾳楽をより深
く理解することができる。⾳声⾔語の情報処理はおもに脳の左
半球で⾏われるのに対して、⾳楽の情報処理はおもに右半球で
⾏われるとされている。この違いは、左半球が速い情報処理に
優れ、右半球が時間的に変化が緩やかで、全体の雰囲気や感覚
を掴むような情報に適しているためかもしれない。この特性の
違いは、左右の聴覚野が持つ独特の能⼒を反映していると考え
られる。 
このような聴覚野の⾮対称性は、聴覚情報の処理において⾮
常に重要な役割を果たしている。左半球は⾳の細かい時間的変
化や⾔語の分析に特化し、右半球は⾳のスペクトルや感情的な
要素の処理に優れていることから、⾳楽や⾔語の知覚が左右の
脳の異なる働きによって⽀えられているのである。 

3 ⾳楽と脳活動  

この節では、これまでの脳機能研究で明らかになった⾳楽と
脳の関係について⽰す。 

前頭葉に対して 
感情の調整、認知機能の向上、社会的交流の促進という複数
の⾯で、⾳楽は前頭葉を活性化し、全体的な⽣活の質を向上さ
せる⼿段として有効であることが⽰されている。とくに⾼齢者
に対しては、前頭葉の健康維持と機能改善に⼤いに貢献するこ
とが期待される。感情制御と前頭葉に関して、Koelsch, Fri4[1]
は、⾳楽が脳の感情処理に与える影響を fMRI を⽤いて調査
した。⾳楽を聴くことは前頭葉の⼀部である前部帯状⽪質
（ACC）や内側前頭前⽪質（mPFC）を活性化し、これが感情
の調整に関与していることが⽰された。 
認知機能の向上と前頭葉に関して、Thaut, Peterson[2]は、 ⾳
楽リズムが前頭葉の認知機能に与える影響を検討した。リズム
に基づく⾳楽は前頭前⽪質（PFC）の活動を増加させ、とくに
作業記憶や注意⼒の向上に寄与することが⽰された。また、 
Sarkamo, Tervaniemi[3]は、 ⾳楽が脳卒中患者の認知機能に与
える影響を調査した。⾳楽療法を受けた患者は、前頭葉の活性
化に伴い、注意 ⼒、記憶⼒、実⾏機能の改善が観察された。 
社会的交流の促進と前頭葉に関して Rabinowitch, Cross[4]
は、 合奏活動が前頭葉の社会的認知に与える影響を検討した。
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合奏活動は前頭前⽪質の社会的認知領域を活性化し、共感や協
調⾏動を促進することが⽰された。 

側頭葉に対して 
⾳楽が側頭葉に与える影響が明らかになっている。⾳楽は、 
聴覚情報の処理、記憶の保持、感情の認識、認知機能の向上、
社会的交流の促進という複数の⾯で側頭葉を刺激し、⾼齢者を
含む多くの⼈々の⽣活の質を向上させる⼿段として有効であ
ることが⽰されている。これにより、⾳楽は健康維持と機能改
善に⼤いに貢献することが期待されている。 聴覚情報の処理
と側頭葉に関して、Zatorre, Chen[5]は、⾳楽聴取が側頭葉の活
動に与える影響を fMRI を⽤いて調査した。⾳楽を聴くこと
で、側頭葉の⼀次聴覚野（A1）や連合聴覚野（A2）が活性化さ
れ、⾳のピッチやリズム、メロディの処理が⾏われることが⽰
された。 
記憶の保持と側頭葉に関して、Samson, Dellacherie[6]は、側
頭葉が⾳楽に関連した記憶に与える影響を調査した。⾳楽療法
は、とくに側頭葉の海⾺や側頭極の活動を促進し、⾳楽に関連
するエピソード記憶や作業記憶を強化し、また側頭葉を活性化
することで記憶機能の維持・改善に寄与することが⽰唆された。 
感情の認識と側頭葉に関して、Blood and Zatorre[7]は、⾳楽
による感情の認識が側頭葉に与える影響を PET スキャンを
⽤いて調査した。感動的な⾳楽（特定の⾳楽ジャンルや曲では
なく、聴く⼈にとって感情的な意味や深い共鳴を持つ⾳楽）を
聴くと、側頭葉の内側側頭回や扁桃体が活性化され、強い感情
反応が引き起こされることが⽰された。 
認知機能と側頭葉に関して、Thompson, Schellenberg[8]は、

⾳楽トレーニングが側頭葉の認知機能に与える影響を調査し
た。 ⻑期間の⾳楽トレーニングは、側頭葉の灰⽩質の密度を
増加させ、⾔語能⼒や空間認知能⼒の向上に寄与することが⽰
された。 
社会的交流と側頭葉に関して、Wan, Bazen[9]は、 ⾳楽活動
が⾃閉症スペクトラム障害（ASD）児の社会的交流能⼒に与え
る影響を調査した。 ⾳楽療法は、側頭葉の聴覚処理領域の活
動を⾼め、ASD 児のコミュニケーションスキルや社会的反応
性を改善することが⽰された。 

頭頂葉に対して 
⾳楽は、空間認知、感覚統合、運動機能の調整、注意⼒の強
化、社会的認知の向上という複数の⾯で頭頂葉を刺激し、とく
に⾼齢者の認知機能や運動機能の維持・改善に効果的であるこ
とが⽰されている。これにより、⾳楽は頭頂葉の健康維持と機
能改善に⼤いに貢献することが期待される。 
空間認知と頭頂葉に関して、Janata, Birk[10]は、 ⾳楽と空間
認知の関連性を調査した。⾳楽を聴くことが頭頂葉を活性化し、
⾳楽の旋律やリズムが空間的なイメージを喚起することが⽰
された。とくに右頭頂葉の活動が顕著であったことが⽰された。 
感覚統合と頭頂葉に関して、Schürmann, Raij[11]は、 ⾳楽聴
取が頭頂葉の感覚統合機能に与える影響を調査した。⾳楽を聴
くことは、頭頂葉の感覚統合領域（とくに左頭頂葉）の活動を
⾼めることが⽰された。これにより、異なる感覚情報（視覚、

聴覚、触覚）の統合が促進されることが⽰された。 
運動機能の調整と頭頂葉に関して、Brown, Martinez[12]は、 
⾳楽に合わせた運動が頭頂葉の運動計画に与える影響を調査
した。⾳楽に合わせた運動は、頭頂葉の運動計画および実⾏に
関連する領域を活性化し、運動制御の精度が向上することが⽰
された。 
注意⼒と頭頂葉に関して、Husain, Thompson[13]は、⾳楽が
注意⼒と頭頂葉の関係に与える影響を調査した。本研究ではモ
ーツァルトのソナタを熟練したピアニストが演奏し、MIDI フ
ァイルとして録⾳した。このファイルを編集し、 テンポ（速い
または遅い）と調性（⻑調または短調）の異なる 4 バージョン
を作成した。⾳楽を聴くことで、頭頂葉の注意⼒制御に関連す
る領域が活性化され、とくに選択的注意⼒の向上が観察された。 
社会的認知と頭頂葉に関して、Molnar-Szakacs and 

Overy[14]は、 ⾳楽とミラーシステム（社会的認知）の関連性
を調査した。⾳楽活動 （とくに合奏や歌唱）は、頭頂葉を含む
ミラーシステムの活動を促進し、他者の⾏動理解や共感能⼒を
⾼めることが⽰された。 

後頭葉に対して 
⾳楽が後頭葉に与える影響が明らかになっている。 ⾳楽は、 
視覚情報の処理、視覚的イメージの⽣成、視覚と聴覚の統合、
感覚補完、視覚記憶の強化という複数の⾯で後頭葉を刺激し、
⾼齢者を含む多くの⼈々の視覚機能や全体的な感覚体験を向
上させる⼿段として有効であることが⽰されている。これによ
り、⾳楽は後頭葉の健康維持と機能改善に⼤いに貢献すること
が期待される。 
視覚情報の処理と後頭葉に関して、Zatorre and Halpern[15]
は、⾳楽が視覚イメージの⽣成に与える影響を調査した。⾳楽
を聴くことで、後頭葉の視覚野（とくに⼀次視覚野）が活性化
され、⾳楽に対応する視覚的イメージが⽣成されることが⽰さ
れた。⾳楽療法は後頭葉を刺激し、視覚的想像⼒を⾼める効果
がある可能性が⽰唆されている。 
⾳楽の視覚化と後頭葉に関して、Janata, Birk[10]は、⾳楽を
聴く際の脳の活動パターンを調査した。⾳楽を聴くとき、後頭
葉の活動が⾒られ、これは⾳楽のリズムやメロディが視覚的に
表現される際に関与することが⽰された。 
視 覚 と 聴 覚 の 統 合 と 後 頭 葉 に 関 し て 、 Hickok, 

Buchsbaum[16]は、 視覚と聴覚の統合が後頭葉に与える影響
を調査した。⾳楽に伴う視覚情報（たとえば楽譜や映像）は、
後頭葉を含む視覚処理領域を活性化し、視聴覚情報の統合が強
化されることが⽰された。 
感覚補完と後頭葉に関して、Koelsch[17]は、⾳楽と視覚情報
の感覚補完についての研究を⾏った。⾳楽が視覚障害者の視覚
イメージを補完する⼿段として有効であることが⽰され、後頭
葉の活動がこれに関連していることが確認された。 
視覚記憶と後頭葉に関して、Kraus and Chandrasekaran[18]
は、⾳楽訓練が視覚記憶に与える影響を調査した。⾳楽訓練を
受けた個⼈は、後頭葉の視覚処理領域が強化され、視覚記憶能
⼒が向上することが⽰された。 
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4 まとめ  

本稿では、⾳楽が脳の各部位に与える影響について詳しく考
察した。⾳楽は前頭葉、側頭葉、頭頂葉、後頭葉に対してそれ
ぞれ異なる刺激を与え、感情の調整、認知機能の向上、社会的
交流の促進、記憶の強化、空間認知の改善など、多岐にわたる
効果が⽰されている。特に、⾳楽療法や⾳楽トレーニングは、
脳の健康維持や機能改善に有効な⼿段として期待されている。
これらの知⾒は、⾳楽が⼈間の脳機能に深く関与し、その活⽤
が医学や教育分野で⼤きな可能性を秘めていることを⽰唆し
ている。本稿は貫, ⽥部井[19]に改変を加えたものである。 
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